
〔
史
料
諸
分
〕

森

林

助

宛

の

二
通
の
書
簡

森
林
助
〈
一
八
八

0
1
一
九
一
六
五
〉
は
、
陸
奥
史
談
会
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
、
津

の
掘
り
起
こ
し
に
功
繍
を
挙
げ
た
人
物
で
あ
る
。
長
ら
く
弘
前
中
学
校
で

教
鞭
を
執
り
、
棟
方
悌
二
・
中
部
市
忠
香
・
中
道
等
ら
と
と
も
に

九
二
六
)

の
『
青
森
鯨
史
』
(
青
森
果
教
青
委
員
会
編
、
全
八
巻
)
編
纂
に
関
わ
っ

た
。
『
山
鹿
素
符
と
捧
軽
信
政
』
『
津
騒
拡
前
城
史
』
な
ど
多
く
の
著
作
が
あ
り
、
平

現
平
J 11 

市

の
葛
西
鷺
造
訟
は
じ
め
、
多
く
の
後
継
者
を
育
成
し
た
。

今
田
紹
介
す
る
書
鶴
“
一

い
ず
れ
も

発
し
た
震
関
に
芯
え
る
回
答

と
し
て
警
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
か
ら
推
し

慶
長
十
一
一

(
一
六

の
「
猪
熊
事
件
い
に
関
わ
っ
た
左
近
寄
権
少
将
花
山
院
志
長

(
一
五
八
八

1
一
六
六
二
)

の
、
津
轄
で
の
動
向
に
関
す
る
も
の
だ
っ
た
よ
う
だ
。

江
戸
時
代
初
期
の

し
て
知
ら
れ
る
「
鴻
熊
事
件
」
で
は
、
中
心
人
物
の

死
罪
と
な
り
、
記
長
は
流
罪
に
処
さ
れ
た
。
一
寸
大
日
本
史
料
い
会
克
る

と
、
忠
長
の

「
蝦
東
」
に
な
っ
て
い
る
が
(
史
料

1
1
4
)
、
百
人
料
綜
覧
』

で
は
「
陸
奥
津
軽
」
と
な
っ
て
い
る

6
)
。
忠
長
が
「
棒
軽
い
か
ら
京
都
に

っ
た
こ
と
は

「
津
軽
旧
記
類
」
に
記
さ
れ
て
お
り

7
)
、
そ
の

っ
た
忠
長
赦
免
の
老
中
奉
書
が
「
津
軽
家
文
書
」
(
弘
前
市
立
国
撤
回
舘
弘

前
図
書
館
議
)

に
現
作
す
る

(
T
K
二
一
五
・
一
一
一
五
九
奉
書
の
日
付
も
内
容
も

花
山
院
忠
長
の
津
軽
滞
在
を
め
ぐ
っ
て
l

本

回

伸

の
そ
れ
と
一
致
し
て
い
る
。

明
青
森
時
吏
』
第
一
巻
で
は
、
寛
永
十
三
年
(
一
六
一
一
六
)
八
月
の
と
と
と
し
て

「
花
山
院
忠
長
赦
サ
レ
テ
上
洛
ス
」
の

て
、
史
料
6
・
史
料
7
を
引
田
市
し

て
い
る
c

史
料
6

い
が
、
津
軽
の
史
書
に
収
蝕
さ
れ
た
記
事
と
し

て
参
考
仁
供
す
る
意
味
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

Fhυ 

丹
、

υ

蝦
夷
端
に
お
け
る
忠
長
の
動
向
に
つ
い
て
は

年
歴
部
巻
之
一
一
一
に

関
係
記
事
が
あ
る
。
そ
の
年
次
を
整
理
し
て
み
る
と
、

慶
長
十
四
年
七
丹

蝦
夷
地
配
流
が
決
定
。

十

蝦
夷
地
に
出
発
。

慶
長
十
五
体
一
一
一
月
一
日

蝦
夷
地
上
ノ

花
沢
館
に
入
る
。

五
月

に
よ
り
渦
(
万
)
福
寺
に
移
る
。

織
組
長
十
七
年
四
月

梅
見
の
宴
で
和
歌
二
首
を
詠
台
。

襲
長
十
九
年
五
月
二
十
八
日

勅
許
に
よ
り
平
安
(
京
都
〉

と
な
る
。
し
か
し
前
述
の
よ
う
に
、
実
際
は
京
都
に

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
詳
細
は

通
説
縦
第
一
巻
の
解
説
な
ど
を
参
殿

し
て
い
た
だ
き
た
、

な
お
、
『
青
森
脇
史
い
第
一
巻
で
は
、
艇
長
十

月
の
こ
と
と
し
て
「
花
山



続
四
位
少
将
忠
長
罪
ア
リ
、
蝦
夷
ガ
島
…
一

一
ブ
レ
此
年
津
軽
…
…
来
ん
」
と
綱
文

を
立
て
て
い
る
が
、
こ
れ
は
史
料
8
の
記
事
に
よ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
「
…
禍

山
秘
府
」

の
記
事
と
は
年
代
的

ι整
合
し
て
お
ら
ず
、
例
ら
か
の
錯
誤
が
あ
っ
た
と

認
め
ざ
る
を
得
な
い
。

以
上
の
点
会
踏
ま
え
た
上
で
、
個
々
の
書
簡
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

書
簡
〔
乙
は
、
深
浦
町
円
覚
寺
の
住
職
梅
諾
義
観
(
一
八
五
五

1
一
九
一
一
一
)

の
著
書
明
、
諜
捕
沿
革
誌
』
を
読
ん
で
質
問
を
寄
せ
て
き
た
森
林
助
に
対
し
、
義
観
が

問
答
し
た
も
の
で
あ
る
。

義
畿
は

の
修
験
道
概
説
書
叫
修
験
安
心
義
紗
h

〈
明
治
一
二
十
一
/
一
八

九
八
年
〉
を
著
し
た
入
で
、
篤
山
学
博
識
を
誕
わ
れ
た
名
僧
で
あ
る
。
柳
田
田
男
と
も

交
流
が
あ
り
、
紀
行
文
叫
縄
南
小
記
』
高
柳
問
国
男
集
』
第
十
一
帯
所
収
)

の
中
で

ご
宗
の
事
相
は
湖
底
を
極
め
た
鱒
惜
の
割
引
一
」
と
称
え
ら
れ
た
。
借
徒
か
ら
毛
療
を

集
め
て
一
…
一
十
三
観
音
の
刺
繍
を
作
成
し
、
詩
歌
に
親
し
む
深
浦
学
会
を
創
設
す
る
な

ど
、
布
教
は
も
ち
ろ
ん
、
社
会
教
脊
事
業
で
も
功
績
を
挙
げ
た
。
な
お
、
義
観
の
事

跡
に
つ
い
て
は
吋
修
験
研
究
』
二
i

海
浦
常
正
追
想
号
」
(
大
正
十
一
ん
を
に

詳
し
い
。

司
深
浦
沿
革
諒
h

は
明
治
三
十
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
忠
長
に
つ
い
て
は

「(捷

長

一
一
丹
、
花
山
院
藤
原
器
長
罪
あ
り
て
mm
流
せ
ら
れ
。
此
地
に
屠
る
こ
と

久
し
J

と
、
わ
ず
か
ご
行
の
記
事
し
か
な
い

そ
れ
だ
け
に

僻
地
配
流
の
件
御
一
一
噂
ニ
候
得
共
、
確
た
る
記
録
無
之
、

-
一
年
居
る
や
一
一
年
居
る
や
委
し
く
担
分
り
不
申
候
、

-
十
四
年
配
流
、
十
九
年
五
丹
婦
京
せ
ら
る
と
戒
書
ニ

何
年
明
一
一
候
哉
、

確
と
相
分
り
不
申
候
、

と
い
う
識
観
の
回
答
は
、
伝
説
や
矯
測
に
頼
ら
ぬ
と
い
う
態
震
が
貫
か
れ
て
い
て
、

清
々
し
い
。
特
に
「
合
裕
税
一
一
ハ

ハ
火
難
除
・
疫
病

-
殿
上
人
の
物
品
・

総
と
唱
ひ
て
秘
蔵
す
る
迷
信
的
あ
れ
パ
、
財
牒
家
の
手
ニ
落
つ
、
中
々
甚
タ
史
学
研

究
上
灘
憾
之
至
ニ
奉
存
候
」
と
い
う
部
分
は
重
要
だ
。
裕
説
で
は
、
高
貴
な
身
分
の

人
の
持
物
や
書
跡
に
は
瓜
除
け
の
効
能
が
あ
る
と
の
迷
詰
が
あ
り
、

そ
れ
ゆ
え
に
好

事
家
が
秘
蔵
す
る
額
向
が
見
ら
れ
、
結
果
と
し
て
史
学
研
究
の
発
牒
を
妨
げ
て
い
る

の
は
残
念
だ
、

と
い
う
指
摘
は
、
文
化
財
の
保
存
管
理
と
研
究
利
用
の
バ
ラ
ン
ス
と

三
フ
現
代
の
学
課
的
課
題
に
通
ず
る
も
の
が
あ
ろ
う
。

こ
の
敢
闘
簡
か
ら
は
、

円
覚
寺
が
多
く
の
旅
行
者
を
受
け
入
れ
て
い
た
様
子
も
浮
か

び
上
が
っ
て
く
る
。
江
援
で
松
湾
武
田
部
と
交
流
し
た
頼

二
郎
が
能
代
へ
行
く

po 
q
ふ

途
中
に
立
ち
寄
q
た
こ
と
、

そ
の
武
四
郎
も
か
つ
て
円
、
覚
寺
に
宿
泊
し
た
こ
と
、

「
東
北
蹴
談
」
を
著
し
た
議
摩
人
肝
付
兼
行
の
父
肝
付
兼
任
が
一
か
月
も
滞
在
し
た

こ
と
、
平
尾
信
種
の
よ
う
に
一
年
余
も
逗
留
し
た
例
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ

て
い
る
。

日
本
渇
交
易
に
よ
っ
て
物
・
人
・
文
化
を
受
け
入
れ
て
き
た
茜
浜
地
域
全
、

交
流
の
接
点
か
ら
見
つ
め
直
す
た
め
の
格
好
の
材
料
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

書
簡
口
一
〕
は
、

為、，、

よ
判

M
A
F
d

の
膝
出
究
家
外
崎
覚
(
一
八
五
九
(
}
一
九
三
二
)

森
幹
助
の
質
問
に
対
す
る
回
答
で
あ
る
。

弘
前
藩
の
儒
学
者
工
藤
他
山
を
父
と
す
る
外
崎
は
、
東
輿
義
整
一
砕
い
卒
業
後
、
母
校

な
ど
の
教
墳
に
立
っ
た
。
明
治
ニ
十
五
年
(
一
八
九
ニ
〉

に
「
諸
軽
古
図
書
保
存

ム
判
」
を
設
立
し
、
多
く
の
史
書
を
散
逸
の
危
機
か
ら
救
っ
た
の
は
、
最
大
の
功
績
で

あ
る
。

の
ち
東
京
に
出
て
文
部
省
維
新
資
料
取
調
員
と
な
り
、

に
移
っ
て



「
殉
難
録
稿
」
「
陵
墓
志
」
を
編
集
し
た
。
森
鴎
外
が
『
渋
江
抽
驚
』
(
大
正
五
年
〉

を
執
筆
す
る
た
め
津
軽
の
震
史
を
調
べ
た
際
、
外
崎
が
多
く
の
知
見
を
提
供
し
て
お

り
、
そ
の
経
緯
は
問
書
記
詳
し
く
配
さ
れ
て
い
る
。

津
軽
に
移
ハ

J

、
最
後
は
弘
前
本
町

は
黒
石
に
、

に
印
刷
を
構
え
た
と
い
う

8
〕
。
こ
こ
に
出
て
く
る
「
高
屋
村
」
と
は

関
岩

木
町
高
屋

(
現
弘
前
市
岩
木
)

正
保
二
年
(
一
六
四
五
)

の
郷
張

の
こ
と
で
あ
る
。

に
は
村
高
六
一
二
石
余
、
貞
享

(
一
六
八
七
)

は
七

O
六
石
余
と

。コ

あ
り

比
較
的
裕
福
な
土
地
柄
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

津
軽
家
の
出
自
・

お
い
て
、
近
衛
家
と
の
期
保
は
藍
擦
で
あ
る
。
幕
府
が

事
見
永
諸
家
系
臨
倍
旧
安
価
糊
集
し
た
際
、
津
軽
民

ら
二
代
前
の

大
浦
政
借
を
津
軽
氏
初
代
と
す
る
系
図
を
慌
出
し
た
。

そ
の
中
で
政
信
は
関
白
近
衛

思
過
の
猫
子
で
あ
る
と
さ
れ
、
津
軽
氏
は
こ
れ
を
理
由
に
藤
原
姓
を
名
の
る
が
、
幕

時
に
疑
問
を
持
た
れ
た
。

そ
こ
で
蒐
永
十
八
年
(
一
六
四
一
)

三
月
、
弘
前
藩
一
一

藩
主
津
軽
信
義
は
近
禽
家
に
書
一
状
を
送
り
、
津
韓
民
が
藤
掠
姓
で
あ
る
こ
と
の

を
求
め
た

(
「
雄
軽
家
文
護
」
〉
。
近
衛
信
明
暗
は

丹
、
捧
軽
氏
の
糸
凶
は
近
構

の
筆
跡
で
あ
り
、

の
猶
子
で
あ
る
w

い
な
い
と
、
自
身

の
花
押
を
据
え

た。

近
智
信
骨
の
日
記
ヲ
一

の
記
事
な
ど
か
ら
、
産
軽
氏
が
近
衛
家
に
接
近

し
た
の
は
慶
長
年
間
と
見
て
良
い

G

そ
の
時
点
の
関
白
は
信
ず
の
父
前
久
で
あ
る
こ

ら
、
津
軽
氏
は
こ
の
時
期
立
系
凶
を
近
衛
家
か
ら
申
し
受
け
て
い
た
可
能
性
が

高
い
。
津
軽
氏
の
藤
原
姓
に
つ
い
て
は
そ
の
後
も
何
段
か
繰
義
を
執
ま
れ
た
が
、
前
轍

吋
寛
政
車
修
諸
家
措
恥
会
編
集
し
た
際
、
弘
前
藩
第
九
代
藩
主
寧
親
が

「
尚
通

治
猶
予
」
を
「
尚
通
公
庶

と
改
め
る
と
申
し
出
た
こ
と
で
、
幕
府
は
よ
う
や
く

了
解
し
た
〈
捧
軽
家
と
近
衛
家
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
長
谷
川
成

円
弘
前
滞
い
/

吉
川
弘
文
館
/

な
ど
を
捗
照
の
こ
と
〉
。

近
衛
鱒
麟
〈
一

一一
i
一
九

O
四
)
が
高
屋
村
を
訪
れ
た
の
は
、
こ
う
し

軽
家
と
近
衛
家
の
綾
を
顧
み
て
、
純
粋
に
好
奇
心
を
持
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。

そ
れ
に

も
拘
わ
ら
ず
外
崎
が

「
近
衛
出
向
通
公
の
配
流
の
事
ハ

て
蕪
之
ト
信
入
居
候
、

ハ
近
衛
家
所
蔵
の
政
家
公
記
・
尚
通
公
記
一
一
て

一
て
候
」
と
ま
で
言
い
切
っ
た

こ
と
は
、

の
現
れ
と
評
す
る
位
は
な
い
。
散
り
よ
う
に
よ
っ
て
は

津
粧
家
の
主
張
を
機
感
か
ら
視
し
か
ね
な
い
か
ら
で
あ
る
。

二
通
の
書
簡
に
は
年
記
が
な
い
が
、
内
容
か
ら
晃
て
ほ
ぼ
閉
じ
時
期
の
も
の
と
み

て
良
か
ろ
う
。
『
深
諾
沿
革
誌
』
の
刊
行
年
、
進
諸
義
観
の
死
去
年
、
森
林
助
の
弘

37 -

前
中
学
校
奉
職
の

一
年
二
九

O
九

か
ら
大

な
ど
を
勘
案
し
て
、

正
十
年
(
一
九
一
一
二

吋
十
月
い
に
番
か

の
と
考
え
る
。

の
間
の

近
世
の
北
輿
大
名
は
か
な
り
の
数
の
流
入
を
受
け
入
れ
て
お
り
、
弘
前
藩
の

国
欝
改
甑
事
件

(
対
馬
滞
家
老
)
や
、
持
良
靖
兵
梅
騒
動
の
相
良
頼
晃

(
肥
後
国
人
吉
藩
)
、

そ
し
て
、
こ
の
外
崎
の
書
簡
に
も
名
前
が
挙
が
っ
て
い
る
紫

衣
事
件
の
東
源
慧
等
(
妙
心
寺
)
な
ど
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
遠
流
に
処

せ
ら
れ
た
近
畿
地
方
の
キ
リ
シ
タ
ン
が
樟
軽
領
内
に
村
を
作
っ
て
い
た
様
子
は

カ

ル
ワ

l
リ
ュ
の

な
ど
に
見
え
る
と
こ
ろ
だ
。

し
か
し
椀
点
身
近
世
以
前
に

移
す
と
、
貴
人
〈
高
撲
な
身
分
の
者
〉
が
、
戦
乱
な
ど
か
}
理
出
に
各
地
を
流
浪
す
る
話

は
枚
挙
に
暇
が
な
く
、
そ
の
多
く
は
確
か
な
史
資
料
に
よ
る
学
問
的
検
証
が
成
さ
れ

な
い
ま
ま
、
地
域

し
て
語
ら
れ

い
。
そ
の
点
で
こ
の

通
の
書
簡
に
は
、
範
と
す
べ
き
学
問
的
な
誠
実
さ
が
見
ら
れ
る
と
思
う
の
で
あ
る
。



な
お
、
こ
の
書
簡
二
通
は
、
古
書
店
で
売
り
に
印
さ
れ
て
い
た
古
文
書
識
を
栃
木

開
閉
在
生
の
個
人
の
方
が
買
い
受
け
た
、

そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
現

所
識
者
か
ら
一
報
が
あ
り
、
本
年
三
月
、
ム
青
森
県
史
編
さ
ん
近
昔
前
会
に
よ
る
鵡
査

が
実
現
し
た
。
史
料
群
全
体
の
内
容
や
関
係
す
る
人
名
か
ら
見
て
、

…
苅
は
弘
前
市
の

蒐
集
家
が
持
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
現
荘
、

そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
多
く

は
地
一
苅
か
ら
流
出
し
て
い
る
。
散
逸
し
た
文
化
財
が
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
世
に
現

れ
た
の
は
、
海
浦
義
観
の
嘆
息
を
地
で
行
く
も
の
と
一
一
目
え
な
く
も
な
い
。

最
後
に
、
調
査
に
併
協
力
い
た
だ
い
た
薗
田
裕
氏
及
び
関
係
各
位
に
対
し
、
紙
語

を
母
り
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い

〔
一
〕
海
浦
義
観
書
楠

森
林
助
宛

{
対
御
殿
ウ
ワ
)

西
津
軽
郡
深
浦
村

y 

円
覚
寺権

浦
義
観

鳶
職
拝
見
仕
候
廷
、
懸
史
御
担
任
ニ
て
数
年
詑
山
院
少
将
の
遺
験
御
研
究
被
成
段
由
、

為
史
学
歓
喜
感
謝
之
査
一
一
不
堪
候
、
黙
ニ
拙
著
沿
革
誌
御
覧
、
僻
地
配
流
の
件
調
尋

一
品
所
得
共
、
確
た
る
記
鍛
紫
之
、
怯
説
ニ
ハ
町
奉
行
所
の
地
ハ

J ¥  
、

又

ハ
小
山
内
匠
と
も
い
ふ
一
一
館
ニ
て
、
布
一
一
諦
居
せ
り
と
い
ふ

一
年
脂
る
や
二
年
間
約

る
や
委
し
く
相
分
り
不
申
繰
、
十
四
年
配
流
、
十
九
年
五
月
場
京
せ
ち
る
と
或
書
…
…

あ
れ
パ
何
年
顕
一
一
株
哉
、
確
と
柑
分
り
本
申
候
、
摘
悲
中
ハ
成
各
地
ニ
寓
股
挟
杯
と

考
ら
れ
候
、
其
故
ハ
北
海
道
絵
出
郡
上
の
図
、
福
山
の
古
館
・
大
館
ニ
も
誠
居
す
る

と
彼
地
の
伝
説
な
り
、
然
れ
パ
彼
地
へ
遊
覧
ニ
参
り
候
一
際
当
地
方
一
一
居
り
参
り
候
哉
、

一
考
す
べ
き
処
と
愚
考
致
候
、
遺
物
・
遺
墨
も
今
ハ
無
之
候
、

ハ
漁
村
一
一
て
、

古
来
大
略
松
前
・
福
山
・
江
荒
・
函
館
一
一
出
稼
い
た
し
候
ヘ
ハ
、
漉
物
・
遺
墨
あ
る

も
持
参

の
事
多
し
、
左
俗
説
ニ
ハ
公
卿
・
殿
上
人
の
物
品
・
筆
跡
ハ
火
難
除

-
疫
病
除
と
唱
ひ
て
秘
蔵
す
る
迷
信
的
あ
れ
パ
、
叫
財
産
家
の
子
一
一
溶
つ
、
出
T

々
甚
タ

史
学
続
究
上
遺
憾
之
至
一
一
奉
与
帳
、

近
世
の
頼
一
一
一
樹
先
生

ヘ
宿
泊
、

秋

へ
出
て
能
代
寺
へ
荷
泊
、
同
寺
一
一
括
寺
よ
り
頼
先
生
持
参
の
手
紙
あ
り
候

自
な
る
も
、
拙
寺
山
一
ハ
遺
墨
一
葉
も
無
之
故
、
額
先
生
江
差
…
一
於
て
松
浦
多
気
阿
部

円
い
い
カ
)

氏
と
一
被
百
詩
百
印
い
た
し
、
雄
談
の
松
浦
誌
も
福
泊
、
同
氏
彫
刻
の
印
二
つ
遺
り

居
り
接
、
最
ハ
松
前
渡
湯
前
後
相
分
り
不
中
、
肝
付
兼
行
の
父
海
問
先
生
一
肝
付
兼
任

も
渡
海
以
前
一
月
ほ
ど
寄
寓
、
本
尉
官
一
長
門
人
平
是
信
種
氏
も
一
年
余
居
り
候
も
、

の
議
品
無
之
ハ
五
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遺
酬
明
一
ハ
残
り
印
刷
り
不
申
、
布
等
を
以
て
考
ふ
れ
パ
、

〈ホ〉

当
と
忠
ふ
外
無
之
、
残
念
立
事
ニ
候
、
寛
政
六
年
、
紫
号
大
徳
寺
領
臓
の
件
一
一
て
、

沢
庵
ハ

主
主
ハ
棚
倉
一
一
、

の
単
依
ハ
由
利

ノ、、

の
山
ニ
、

議
軽
一
一
配
識
せ
ら
れ
た
る
事
あ
り
、

ハ
樟
軽
何
村
一
…
厨
り
候
哉
、

一
向
料

一… 

明
不
致
、
若
し
や
御
研
究
・
柳
調
査

一
相
成
投
節
ハ
御
敬
一
引
を
蒙

一… 

り
度
被
願
候
、
上
の
山
・
棚
倉
・

一
ハ
配
流
舗
の
化
巻
絞
残
り
居
り
繰
も
、

一
ハ
桃
京
の
布
教
談
等
一
切
開
入
り
不
申
按
、
他
よ
り
費
問
荷
之

不
穿
撃

関
口
致
し
候
、
先
つ
貴
殿
造
、
勿
々
敬
具
、

十
月
一
日

海
浦
裁
観

弘
前
中
学
校
教
協

森
林
助
澱侍

史



r開閉"を

一
一
L...J 

森
林
助
宛

〈
対
故
直
ウ
ワ
〉

封

(
後
欠
)

拝
語
、
小
生
多
事
の

ニ
付
大
要
縛
答
申
上
候
、

同
件
ハ
御
承
知
の
通
り
猪
熊
関
係
に
て
、
{
呂
女

件

る
も
の
等
有
之
、
樟
軽
人
に
て
ハ
其
原
因
事
実
等
ハ
余
り

知

の
件
ハ
、
憧
ニ
同
公
ハ
居
住
せ
ら
れ
候
趣
ハ

一
有
之
繰
へ
共

患
敷
の
事
ニ
や
判
然
不
申
候
へ
共
、
近
衛
尚
通
公
の

の
世
事
ハ

て
無
之
ト
信
入
居
候
、
左
ハ
近
衛
家
所
蔵
の
政
家
公
記
・
尚
通
公
記

vぐ

ぴ〉

ノ、、

一
て
旧
来
の
総
説
御
話
申
上
候
込

忠
一
焚
公
ハ

へ
御
帰
り
、
そ
れ
よ
り
帰
参
被
成
候
事
一
一
奉
存
候
、

女
一
人
存
之
、

へ
縁
付
棋
、
私
記
臓
致
し
居
候
へ
共
判
然
不
申

一
ハ
何
も
御
関
係
ハ
無
之
供
、

ワ
人
古
之
地
鴎

ぴ〉

/、

、

な
ど
ハ

ハ
無
之
挟
、

小
生
ハ
始
終
御
同
行
仕
供
而
親
し
く
御
説
明
中
上
候
、

忠
長
公
の
歌
井
書
簡
ハ
多
少
残
り
岩
候
も
の
有
之
、
地
方
御
調
査
被
成
成
、
そ
れ

一
て
研
究
を
要
す
へ
き
も
の
ハ
、
金
光
上
人
、

日
持
上
入
、

，-一一一一「
銭
屋
五
共
毎

f一一一一一、

の 東
事 源

和
尚

一
大
石
瀬
在
衛
門

一

間

無

人

右
、
記
臆
の
侭
乱
筆
記
載
、
御
答
致
し
候
、
草
々
、

十
月
九
日

井石二
形守主

澱

史
料
1

吋
大
路
本
史
料
』
第
十
二
編
穴
雌
班
長
十
四
年
二
六

O
上
九
)
七
丹
路
日
鉄
繊
文

是
よ
り
先
き
、
典
侍
広
橋
氏
、
権
典
侍
巾
寺
院
氏
、
掌
侍
水
無
難
氏
、
岩
機
民
、
命
嬬
讃

蚊
等
と
、
烏
丸
光
広
、
大
炊
御
門
頼
面
、
花
山
院
忠
開
設
、
飛
鳥
井
務
費
、
難
波
宗
勝
、

露
大
寺
実
久
、
中
御
門
「
松
木
」
宗
倍
強
サ
姦
一
世
の
事
欝
る
、
日
定
日
耕
し
て
ん
込
矯
氏
以
下

を
、
各
、
其
家
に
鋼
し
、
光
広
以
下
の
宮
控
を
停
む
、

Q
u
 

qtυ 

史
料
2
『
大
日
本
史
料
』
第
十
二
編
六

車
座
長
十
四
年
二
六

O
九
)
十
一
男
七

E
条
網

文
家
出
棟
、
叡
旨
を
奉
じ
、
花
山
院
忠
長
を
蝦
夷
に
、
飛
鳥
井
雅
緊
を
蕗
鞍
に
、
大
炊
調
門

頼
盟
、
中
御
門
「
松
木
」
宗
信
を
躍
醸
に
、
難
波
山
一
部
勝
を
研
一
旦
に
流
し
、
烏
丸
光
広
、

徳
大
寺
実
久
の
罪
を
宥
す
、

史
料
3

明
大
日
本
史
料
h

第
十
ニ
繊
十

繊
文

鹿
島
十
四
年
二
六

O
九
)
十
一
丹
七
時
条

家
壊
、
花
山
院
忠
…
制
限
噂
を
流
す
条
、

史
料
4
叫
大
日
本
史
料
畑
第
十
ニ
織
田
八

一
兆
和
八
年
二
六
ニ
ニ
〉
八
月
二
十
三
日
最

絹
文前

在
権
少
将
花
山
続
忠
一
長
の
子
犬
丸
辺
市
公
認
、
」
会
し
て
、
祖
父
前
右
大
垣
間
定
黙
の



予
と
為
し
、
別
に
一
家
を
興
し
、
野
宮
と
称
せ
し
め
、

に
任
じ
、
紫
色
・
界
搬
を
聴
す
、

に
叙
し
、
兵
部
大
輔

史
料
5

吋
・
史
料
綜
覧
』
第
十
二
議
九
一
七

寛
永
十
一
一
一
年
二
六
三
六
)
七
月
一
一
十
六
日

条
繊
文

家
光
、
上
阜
の
命
に
掠
り
、
前
左
近
衛
権
少
将
花
山
院
患
長
の
罪
を
免
し
、
配
所
陸
興

津
軽
よ
り
之
を
召
還
す
、

史
料

6
「
エ
勝
家
詑
い
〈
叫
欝
蘇
糠
史
加
第
一
帯
所
収
〉

覧
、
氷
八
年
平
末
年
、
花
山
鹿
鱒
原
思
長
卿
御
赦
免
に
て
御
難
鴻
な
り
、
此
時
指
良
同
十

左
街
門
・
二
本
柳
孫
左
禽
問
、
付
添
登
被
仰
付
上
京
、

史
料
?
「
津
軽
限
記
類
い
〈
可
膏
森
藤
史
b

第
一
巻
原
級
)

寛
永
十
一
一
一
年
七
月
公
犠
御
者
中
よ
り
御
奉
番
、

一
議
申
入
供
、
花
山
段
タ
持
事
被
成
御
赦
免
候
立
問
、
被
得
其
窓
帰
路
候
機
、
尤
練
、

汎山日々
判明間一百円、七

月
廿
六
日

阿
部
豊
後
守
忠
秋
料

堀
田
加
賀
守
正
成
判
明

松
平
伊
豆
守
信
嬬
判

酒
井
讃
岐
守
忠
勝
判

土
井
大
炊
鎖
利
勝
判

津
軽
土
佐
守
澱

史
料
8

「
津
軽
信
記
類
」
(
『
膏
森
轄
史
』
第
一
巻
所
収
)

慶
長
十
四
年
、
花
山
長
西
位
少
将
藤
原
忠
長
郷
土
下
五
人
、
御
国
へ
配
流
ニ
テ
鐸
下
着
、

初
黒
石
一
一
御
住
麗
、
其
後
高
屋
村
へ
御
移
り
、
後
弘
前
本
町
五
丁
目
ニ
モ
被
成
鐸
産
候
、

御
名
静
岡
粗
ト
御
改
被
選
供
、
最
花
山
院
前
左
大
臣
定
熊
公
ノ
御
嫡
子
ト
イ
フ
、
御
配
流
中

御
筋
闘
ノ
方
ヲ
被
潜
縛
一
子
出
生
、
後
部
出
テ
佐
々
木
茶
ト
イ
ブ
、
御
女
子
一
人
ハ
抱
田

左
大
夫
内
輩
、
後
年
父
子
共
上
京
、

(
ほ
ん
だ
・
し
ん

青
森
県
立
郷
土
館
主
佐
研
究
主
資
〉

(
統
点
は
筆
者
に
よ
る
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